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●申込み・問合せ先
福岡市役所 公園部 整備課（担当：佐々木・永家）
メール koenseibi.HUPB@city.fukuoka.lg.jp
電 話 092-711-4410

誰もが気軽に一緒に楽しめる遊び場「インクルーシブな
子ども広場」の整備を行うこととなった西南杜の湖畔公園
について、整備内容の検討を行うためのワークショップを
開催しています。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 
第２回は、令和 5 年 10 月 28 日（土）に「基本プランの

作成」をテーマに開催しました。 
まずは「インクルーシブ広場」や「現地の利用状況」につ

いて説明を聞き、改めて「インクルーシブな子ども広場づく
り」について共有しました。 

これを踏まえて第１回の現地確認の結果をおさらいし、
本日の作業の進め方を確認したのち、グループごとに「基本
プラン」を作成、アイディアを出し合いました。 

それぞれのグループの基本プランの発表を受け、良いと
ころを共有しました。 

「わたしの良いところ」をお題に、グループ

ごとに自己紹介し、グループ名を付けました。 

介助が必要な方やお子様連れでも安心してご参加いただけるよう、
見守りスタッフを配置します。 
必要な方はお早めにお申し込みください。 

インクルーシブな子ども広場とは、
「 誰 も が  お 互 い を 理 解 し  安 心 し て 笑 顔 で 

自分らしく遊ぶことができる場所」 
であり、そのためには、 
「子どもの特性に応じた選択肢があることが必要」

です。 

☞「整備にあたっては様々な配慮が必要」です。 
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芝生広場は自然遊び
やボール遊びの貴重
な空間です 

第 1 回ワークショップの補足説明 
どこかには自分が遊べる場所があるということが、 
子どもたちにとって希望になる 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 
●特定の障がいの対応にかたよると、一方で、他の障がいのある子

や障がいのない子が遊びにくくなってしまうことも考えられるた
め、子どもたちの様々な特性に対応した、様々な遊びの種類と
エリアを配置することで、利用者が自分にあった遊びや過ごし方
を選べることも重要です。

●整備内容を利用人数の多少のみで考えるのではなく、様々な特性
への配慮があることが、子どもたちにとって「どこかには自分の
遊べる場所がある」という希望になります。そこにアプローチし
ていくのが「インクルーシブな子ども広場」と考えています。 
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ゾーン分けの理由：土地の高低差でゾーン分け 

・ひとり遊びゾーンの“音あり”は土地が高い南側、“音なし”は低い北側に分

散し、間に交流遊びゾーン 

・見守りゾーンも土地が高い南側と低い北側に分散して公園全体を見守り 

 

・いろんな遊びを選べるように遊具をたくさん配置 

 

・芝生広場は今のままを活かした自然遊び場として活用 

・トイレの南側の林を活用した自然遊びとひっそり空間 

 

・見守りゾーンにはテーブル・ベンチ・縁台、バギー置き場 

・日陰になる木は残す、ベンチをたくさん設置 

・案内板を北側と南側の広場出入口に設置 

など 

ゾーン分けの理由：トイレ南側を活用した自然遊びゾーン。現況の

高低差を活用 

・現在の遊具広場とふれあい広場との高低差は活かすが、降りやすいよう

スロープや手すりをつくる 

・現在のふれあい広場は平坦にして、ひとり遊びゾーンとして整備 

・野球場観戦エリアは平坦にして、交流遊びゾーンの一部としても活用 

・トイレ南側の林を活かした自然遊びや小さな子どもでも楽しめるゾーン 
 

・幅の広いすべり台で、大人数でも楽しめる 

・トイレ南側の自然遊びゾーンには、既存の水道施設を活用した水遊び場 

・ひとつの遊具にはひとつの遊びではなく、機能をプラス 

路面サインでワクワク感と日

陰のあるベンチ 

・日除け・植栽・ベンチをワンセットにし、広場全体に分散させる 

・管理事務所から広場へ向かって路面サインで「○○ｍ」を表示して誘導 

 

・車いすなどでも乗降しやすいよう、駐車スペースを広くする 

など 

グループごとに「インクルーシブな子ども広場」の整備基本方針に沿って敷地図面に広場の配置等を描きました。 

また、お互いのプランに対し、良かった点をそれぞれ発表しました。 

既存をうまく
活用している 

路面サイン等
駐車場からの
アクセスも 
考えている 

見守りゾーンが
高い場所と低い
場所の２箇所 
あるのがいい 

ひとり遊びゾーンを
“音”の有無で分ける
視点がいい 

※お互いのプランの
良かった点 


